






C.J.L. ベーツ 2 (1877 － 1963) は関西学院に大きな貢献をした人物である。そのベーツ
と 40 年以上 3 の長い付き合いがあり、日本キリスト教史に大きな影響を与えた人物
がいる。その人物とはまさに日本キリスト教の代表的な社会運動家であり、伝道者と







ない時から、あるいは第 4 代院長として務めていた 1920 年から辞任する 1940 年まで、
1  英語の Methodist に対する日本語の表記は、メソヂストとメソジストの二つがある。一般的にメソヂ
ストは初期あるいは戦前の表記であり、戦後はメソジストとして表記している。ここでは戦前の表記
として用いる。
2  ベーツ (Bates, Cornelius John Lighthall, 1877.5.26-1963.12.23) は 1910 年カナダ・メソヂスト教会が関西




関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会年史実行委員会 ( 編 )『関西学院事典』( 増補改訂版 ) 学校
法人関西学院、2014 年、418-419 頁参照。
3  1959 年 6 月頃、ノルウェーのオスローにあるノーベル平和賞委員会に送るため賀川のノーベル平和賞
の推薦文（手紙）を関西学院大学の名誉院長 (President Emeritus) の名前で書いたベーツは、その中で
賀川と自分とは 40 年以上の親密な関係を維持してきたと証言している。
4  賀川は 1939 年アメリカで発行された『三つのトランペットが鳴る』という本の中で、ガンディーと
シュバイツァーと共に当時の世界に影響を与えた三大人物の中で一人として紹介されている。Allan A. 
Hunter, Three Trumpets Sound : Kagawa-Gandhi-Schweitzer, New York, Association Press, 1939.　また、そ
の後賀川はノーベル賞の候補者 ( ノーベル平和賞 3 年連続、ノーベル文学賞 2 回 ) として推薦された
こともある。




















述べて見よう。ベーツは 1877 年 5 月 26 日カナダ・オンタリオ州に生まれ、1894 年




西学院に赴任した。1912 年に新設された高等学部の学部長を務めた。そして 1917 年
に関西学院を辞職するが、1920 年には関西学院の第 4 代院長に選出され、1940 年に
辞任するまで院長を、1932 年に大学が開設されると、初代学長を兼任した 6。
　一方、賀川は 1888 年 7 月 10 日、賀川純一と徳島の芸者菅生かめの次男として神戸
市で生まれた。徳島中学校在学中に徳島教会で C.A. ローガンから英語を学び、1904
年に H.W. マイアースから受洗し、その翌年の 1905 年に明治学院高等部神学予科に
進み、1907 年に卒業した。その後、新設の神戸神学校 7 に入学し、1911 年に卒業した。















とは親密な関係を結んで来たのが 40 年以上であると語っている。執筆が 1959 年頃の
ものであることから、少なくとも 1919 年から 1959 年の間を 40 年と考えることが出
来よう。ここで、「40 年以上親密な関係を結んで来た」ということに基づき、最初の
接点を推測して見ると、ベーツが関西学院を離れた 1917 年から第 4 代目の院長に選





によれば、関西学院神学部が自分の貧民窟に応援し始めたのが、1912 年頃 10 である
ことを明らかにしている。もしそうであれば、賀川は 1910 年頃に、既に関西学院に
赴任していたベーツと出会った可能性があるだろう。以上の内容をまとめると、ベー





 8   賀川については『関西学院事典』、48 頁参照。
 9   C.J.L.Bates,The Most Challenging Personality I have known, The Mainichi Daily News, Tuesday, January 3, 
1961.
10  徳憲義著『生命の歩み』、東京：新生堂、1926（大正 15 年）、1 頁。この本の序は賀川が 1925 年に書
いたものであり、ここで賀川は毎年関西学院神学部から応援者を迎えるのは、自分が貧民窟に入っ
てから 3 年目（1912 年）の 4 月であったと語っている。

































12  横山春一『賀川豊彦傳』、警醒社、1959 年、48 頁。
13  同上、69 頁。












を 1961 年 1 月 3 日に掲載された『毎日英字新聞』に次のように記している。
　「20 代前半の頃、神の国運動が始まった時、彼（賀川）は私たちの大学の講堂で


















15  賀川豊彦『基督傳論争史』、福音舎書店、1913（大正 2）年。
16  これは新約聖書ルカ福音書 4：18 － 19 の内容であり、旧約聖書イザヤ書 61：1 以下の引用である。


































19『関西学院新聞』、第 82 号 (1932 年 11 月 20 日 )、3 面を参照。
20  『関西学院新聞』、第 139 号 (1938 年 1 月 20 日 )、3 面を参照。


































23  横山春一『賀川豊彦傳』、65 頁。




































26  同上、1 頁。



























　ここで紹介する『神学評論』は、第二世界大戦前の 1914 年 1 月 20 日に創刊され、
その後 1941 年 12 月 31 日に第 28 巻まで青山学院神学部と関西学院神学部が共同で発
行した研究誌である 31。
28  徳憲義著『歌ひつつ、祈りつつ』、新生堂、1930 年、119 － 121 頁。
29  これは 1888 年創立されたメソジスト派のランバス記念伝道女学校である。
30  武内勝 ( 口述 )・村山盛嗣 ( 編集 )『賀川豊彦とボランティア』( 新版 )、神戸新聞綜合出版センター、
2009 年、53 － 54 頁。この武内勝による口述は、1956 年 10 月－ 12 月にかけて神戸イエス団教会に
おいて行われたものである。





第 3 巻 2 号（1916 年発行）に岸波常蔵による賀川の著書『貧民心理の研究』の紹介
が掲載されたことから、次の第 4 巻（1917 年 10 月 30 日発行）から投稿が始まった。



























32  賀川豊彦「農村文化と精神文化」『神学評論』関西学院神学部：神学評論社、1938 年、56 － 73 頁。















前述したものだけではない。それ以外にも、賀川は 1955 年から 58 年まで関西学院の
理事であった。1957 年には理事として今田恵理事長に農学部設置案を提案するなど、
関西学院の総合学園化に一つの指針を提供し、彼のアイディアにより関西学院の分校












34  これについては、筆者の論文「J. ウェスレーと賀川豊彦による社会宣教 ―『ジョン・ウェスレーの
信仰日誌』を手がかりに」を参照。
35  賀川豊彦「農村文化と精神文化」、73 頁。
36  『関西学院事典』、48 頁。
37  同上、418 － 419 頁。
－ 64－
C.J.L. ベーツと賀川豊彦の関係についての一考察




























39  黒田四郎『私の賀川豊彦研究』、キリスト新聞社、1984 年、129-130 頁。
40  Parker, Percy Livingston(ed.), The Heart of John Wesley’s Journal, New York : Eaton & mains, 1903.
41  Wesley. John, Albert C. Outler ed., The Works of John Wesley (vol.1-4 Sermons), Nashville : Abingdon, 
1984,p533.
42  ジョン・ウェスレー（著）・賀川豊彦、黒田四郎（訳）『ジョン・ウェスレー信仰日誌』)、教文館、














　賀川の死後、彼の生涯や活動について、ベーツが二回（1961 年 1 月 1 日、1 月 3 日）
に分けて『毎日英字新聞』に掲載した記事がある。そのタイトルは「私が知っている
最もチャレンジ精神に富む人物」（The Most Challenging Personality I Have Known）44 で
あり、40 年以上の長い付き合いの中、社会運動家あるいは平和主義者として賀川を
高く評価している。
　まず、1 回目の記事である 1961 年 1 月 1 日掲載分を中心に見て行こう。その新聞
の最初のところを見ると、ベーツは賀川について次のように紹介している。
　「彼（賀川）は生まれと文化的な遺産から日本人であったが、より正確に言うと、









43  このような賀川のノーベル賞については、彼の貧民窟伝道が始まる時から 100 周年を迎える 2009 年
に「賀川豊彦献身 100 年記念実行委員会」が作られることになり、同じ年に賀川の功績を振り返っ
て見る意味なのか、キリスト教思想家であり、社会運動家として新聞にも掲載されている。2009 年
9 月 23 日（日）毎日新聞（賀川豊彦：ノーベル文学賞候補だった）。

































　次に、2 日後の 1961 年 1 月 3 日付『毎日英字新聞』でベーツは賀川との対話をこ
のように振り返っている。
46  Ibid.
































48  The Mainichi Daily News, January 3, 1961.
49  実際に、賀川が亡くなったのは 4 月 23 日午後 9 時 13 分であったが、ベーツはここで 4 月 24 日と記
している。




















　第 3 に、ベーツによって提唱された関西学院のスクールモットーで “Mastery for 
Service” は、ベーツと賀川の社会宣教の基軸となる考え方であり、後に二人が行った
社会宣教活動に深い影響を与えたことは間違いない。そして、その背後には社会宣
教のパイオニア的な役割を 18 世紀のイギリスで果たしていた J. ウェスレーの存在が
あったことは紛れもない事実である。
　現在、日本においてキリスト教系の社会福祉活動はよく見られるが、社会宣教活
動においてはどうだろうか。宗教色が強い活動は、無宗教者が多い日本において受
け入れられないと諦め、社会宣教を疎かにしているのではないだろうか。「クリスチャ
ンだからこそ社会奉仕を行う」という賀川の言葉にもあるように、キリスト教的思想
を基に社会奉仕を行うことが私たちキリスト者に求められているのではなかろうか。
ウェスレーからベーツや賀川に受け継がれてきた社会宣教の意味について私たちは
再び考える必要があるのではなかろうか。
